
 

コンサルタントから見た技術者教育(JABEE)の成果と評価  

                     (株)ジルコ 代表取締役社長 河津宏志 

1.はじめに 

JABEE 制度ができてから 18 年経過してきており、農業土木関連コンサルタントにおい

ては新入社員の採用に当たり、農業土木の実務を行うに必要な教育体系を修めた JABEE修

了者を必然的に高く評価して採用してきている。その結果、社員に技術者教育(JABEE)卒

業者が増加してきている。 

しかし大学毎に JABEE における学習・教育目標等が異なっていることや学生の学習・

教育内容の理解に関する個人差もあることから、新入社員の能力確認とコンサルタント技

術業務に対する早期理解のために、入社後の社内教育が不可欠である。当社で行っている

新入社員への研修の事例等から JABEE制度の成果と評価をしてみるとともに、それらを踏

まえ、大学における技術教育への提言を試みる。 

 

2.社内教育の事例と成果 

   昨年度、当社では 4名の技術系新入社員を採用した。いずれも異なった大学の卒業生で、

農業土木系の JABEE 修了者 2 名(うち 1 名は農業土木関係の農業高校を卒業後、大学へ進

学)、農業土木系の JABEE以外 1名、農業土木以外(造園)の JABEE 1名である。これら新

入社員の「農業土木」に関しての知識と技術計算能力の向上や、コンサルタントの業務内

容等への理解の観点から、昨年 5月～8月にかけて毎週定期的に研修(「寺子屋研修」と命

名)を行った。具体的には、技術系各部の幹部が講師となって水理学、構造力学等に関す

る基礎的な内容の説明と具体的な計算や、コンサルタントの業務遂行上必要な技術や業務

の流れ等に関して講義・実践を行った。その結果、誰が何を理解しており、また逆に誰が

何を知らないかを確認するとともに、コンサルタントの仕事の流れ等を理解してもらった。

この研修等から、JABEE修了者の理解度が高いことや、応用力もあることなどが分かった。

それを具体的に確認するため、新入社員や「寺子屋研修」の講師等にアンケート調査を行

い、技術者教育(JABEE)修了者をコンサルタント実務の観点から評価を試みた。 

 

3.コンサルタントの役割と、それを踏まえた JABEE制度への提言 

JABEE 制度においては、大学での学習・教育到達目標について、（a）地球的視点から

多面的に物事を考える能力とその素養（b）技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び

技術者の社会に対する貢献と責任に関する理解（c）数学、自然科学及び情報技術に関す

る知識とそれらを応用する能力（d）当該分野において必要とされる専門的知識とそれら

を応用する能力（e）種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を解決するための

デザイン能力（f）論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力（g）

自主的、継続的に学習する能力（h）与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめ

る能力（i）チームで仕事をするための能力 を踏まえ設定することとされている。 

創立 90 周年記念 2019 年度（第 68 回）農業農村工学会大会講演会講演要旨集

─ 134 ─

[T-17-4]



農業土木関係コンサルタントの

「農業農村地域の課題解決に向け、調

査、測量、設計等の成果品を作成する

ことを通じて貢献していく。」(筆者に

よる定義)という役割から言えば、

JABEE 修了者本人の修了者としての

自負の獲得(上記の（b）(d)（e）)と、

共同作業を通じて同じ目標に到達す

る経験 (上記の（i）) の重要性を提

起する。 

農業土木業務を行う主なコンサル

タントのホームページから、各社の社

訓や経営理念を整理してみたところ、「技術」「貢献」「農村地域」「農業」「創造」「創出」

「未来」などが共通している。また、コンサルタントが

求める人材像としては、「愚直」「使命感」「責任感」「新

しい感性と情熱」「積極的・主体的」「可能性に挑戦」「優

しさと厳しさ」などが並んでおり、上記の提起にも通じ

るところが多い。 

なお、学生時代に、社会における農業農村工学分野の

産官学の連携の必要性と実際の各々の役割について理解

が高まる説明、取り組みが、併せて重要と思う。 

 

4.終わりに 

 農業土木関係大学における現行 JABEE 制度の教育成果

は高いと感じている。しかし、コンサルタントにおいては

必要な人員の確保の観点から JABEE や農業土木専攻以外

の学生も採用してきている(せざるを得ない)。また、実際

のコンサルタント会社が業務を進める中では、社員が学生

時代に研究テーマとした技術分野・内容のみでなく、農業

農村地域での課題解決に向けたニーズに応じて、新たな分野の勉強も必要であり、また担

当者個人が全ての作業を行うのではなく、共同して業務を進めることが多く、それに対応

できる意識や理解が必要である。 

 その意味でも、引き続き JABEE 制度での「JABEE 修了者としての自負」と「共同作業

を通じて同じ目標に到達する経験」が増える取り組みを期待したい。 

 特に後者は、社内での共同作業にとどまらず、産官学が連携して、同じ目標や成果に向

けて取り組んでいる農業農村工学分野の現実の理解の共有が重要となる。 

なお、今回の提言は、あくまでコンサルタントの視点によるものであり、国、地方公共

団体や、教育研究機関、建設業関連企業等からは、異なる意見があるものと思う。JABEE

修了者が多方面に就職し、実務を行うことから、各分野からの評価・要望が積極的に発信

されることを願う。 
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